
 
 
 
 
 

ねらい ○電子メールについて「人とのつながり」の視点で考える。 
      ○人とのつながりが深まるコミュニケーションのとり方を考える。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習テーマ  コミュニケーション               主な関連項目：普遍③④ 個別③④

心のきずな 人とのつながり 
                 〈小学校高学年〉  

 

電子メールでどんなことができるの？ 
 

○友だちのよいところを書いた電子メールを作り、読み合う。 

○電子メールについて知っていることを話し合う。 

○電子メールの長所、短所を考える。 
 

〈留意点〉 

・各自のパソコンが、外部のネットワークにはつながらない設定にしておく。 
・電子メールのよさを人とのつながりの観点からも考えさせる。 
・電子メールの使い方によっては、偏見や差別を生んだり、人権を侵したりして、
人とのつながりをこわすときがあることを知る。 

◇グループで話し合

い、一人ひとりが数

多く発表できるよう

にする。 

◇よさの例： 

外国に住む友だちや

普段会えない人とす

ぐに連絡が取れる。

◇小学生に関わる電子

メールの事件につい

ての資料を準備して

おく。 

気づく 
◇パソコン教室で活

動する。 

◇大型スクリーン上

に各自が作成した

電子メールを映し

出す。 

 

人とのつながりをつくる方法を考えよう 
 
○はがき、手紙、電話、直接出会うなど、電子メール以外のいろいろなコミ
ュニケーションの方法を話し合う。 

○それぞれの方法のよさを見つける。 
 
〈留意点〉 

・今までの学習経験や生活経験をもとに考えさせる。 

・これまでのいろいろな人との出会いを思い出し、人と実際に出会うことの大切

さに気づかせる。 

◇方法によって気持ち

や思いの伝わり方が

違うことについて話

し合う。 

◇伝言メモゲームなど

を行うことで、正確

に伝えることの難し

さに気づく。 

◇人との出会いを思い

出すきっかけとなる

ような記念写真、作

品を用意する。 

広げる・深める 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スゴロクトーキングの例 

 

人とのつながりをつくろう 
 
○クラスの友達とスゴロクトーキングをする。 

・アイスブレーキングとして、ショートエクササイズ「目や手で伝える」をグル

ープでする。 

・みんなに聞いてみたいこと、聞いてほしいことを話し合い、スゴロクを作る。 

 
〈留意点〉 

・スゴロクトーキングに入る前に、お互いの話を聞き合える雰囲気をつくる。 

・スゴロクトーキングを行う中で、お互いの考えを理解したり、共感したりする

ことで、つながりが生まれる瞬間を体感し、直接人と話すことの楽しさを知る。  

 

心のきずながいっぱいの学校に 
 

○スゴロクトーキングをした感想を出し合う。 

○これまでの学習をまとめ、新聞を作る。 

 

〈留意点〉 

・これまでの学習を振り返ることができる資料を提示する。 

・日常生活においても豊かなコミュニケーションがとれるよう意識させる。 

◇「エンカウンターで

学級が変わるショー

トエクササイズ集」

（図書文化社） 

◇アサーティブな話し

合いができるよう、

相づちの打ち方や答

え方などに関わるシ

ョートエクササイズ

を行う。 

◇学級の状況に応じ、

スゴロクトーキング

の人数は工夫する。

◇語り合いの楽しさ

やおもしろさ、直

に話すことのよさ

について話し合

う。 

◇自分の考えを「社

説」として入れる

などして新聞を作

成し、学校外に発

信することも可能

である。 

実践する 

振り返る 


